
浜松市生活支援体制づくり協議体（第２層、元浜圏域） 第３回会議 議事録 

 

開催日時 令和４年１２月２日（金）１４時００分から１５時３０分まで 

参 加 者 委員：１０人 事務局：１３人  

場 所 浜松市福祉交流センター 4 階 小ホール 

内 容  

「おでかけマップ」完成報告会 

１．開会 

２．挨拶   地域包括支援センター元浜圏域協議体 会長   

       地域包括支援センター元浜圏域協議体 副会長  

       浜松市高齢者福祉課 医療・介護推進担当課長  

       浜松市社会福祉協議会 浜松地区センター長   

３.  経過報告 

   おでかけマップの作成の経緯や内容について報告 

４． 閉会 

 

令和 4年度 第 3回 地域包括支援センター元浜圏域協議体会議 

１． 開会 

２． 協議内容 

  １)地域の困りごとについて 関係機関より報告 

   ○中区長寿保険課    

   ・8050問題や障がいを持つ子を抱える世帯が地域にはある。関係機関や地域での

話ができる居場所が必要。 

   ○地域包括支援センター 

   ・地域での困りごととして、認知症の方がマンション内で自分の住む階を間違え

たり、迷子になったりしたということがあった。  

   ・自治会館まで徒歩 20 分という距離が大変だと聞く。もっと近場の歩いていけ

る距離に居場所があると利用がしやすい。 

   ○市社会福祉協議会 CSW 

   ・60代女性より、買い物に歩いていくことが難しいとの相談。 

   ・90代の両親と同居していたが、亡くなったことにより独居世帯になった。近所

づきあいがなく、孤立している状態。 

   ・困ったときに相談できる人が地域にいない。 

  ２）今後の本圏域の取り組みについて 

   ・ゴミ出しのルールが分からなくなり出せなくなってしまうことがある。そのこ 

とによりゴミ屋敷のようになってしまうことが今後増えると思われる。 

   ・自治会としては災害時の避難支援について検討が必要。独居高齢者や避難しづ 

らい人の支援をどうしていくか。 



 ３． 事務連絡 

 ４.  閉会 

 

今 後 の 

見通し等 

 おでかけマップについて本協議体では完成を迎えることができた。今後はマップをも

とにし、生活支援について検討をしていく。 

 


